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時論公論政
治
の
課
題
は
モ
リ
カ
ケ
だ
け
か
？

１
月
召
集
の
通
常
国
会
で
は
、
野
党
の

多
く
は
、
中
国
の
国
力
を
背
景
に
し
た
強

引
な
海
洋
進
出
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で

あ
る
尖
閣
諸
島
で
の
領
海
侵
犯
、
北
朝
鮮

の
大
量
破
壊
兵
器
開
発
に
目
を
瞑
り
、
昨

年
同
様
、モ
リ
（
森
友
学
園
）、
カ
ケ
（
加

計
学
園
）
問
題
追
及
に
終
止
し
た
。

せ
っ
か
く
の
党
首
討
論
で
も
、
野
党
第

一
党
は
こ
の
問
題
だ
け
を
取
り
上
げ
追
及

し
た
。

野
党
の
役
割
は
政
府
与
党
の
施
政
を

チ
ェ
ッ
ク
し
対
案
を
提
示
し
、
次
の
国
政

選
挙
で
の
選
択
肢
を
有
権
者
に
提
示
す

る
こ
と
で
あ
る
。

モ
リ
カ
ケ
追
及
だ
け
で
は
、
政
権
の
腐

敗
防
止
の
防
腐
剤
の
役
割
に
終
わ
る
。
骨

太
の
政
策
を
提
示
し
な
く
て
は
政
権
は
奪

え
な
い
。

我
が
国
は
戦
後
最
大
の
安
全
保
障
上

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、

平
和
安
全
法
制
で
も
、
野
党
の
多
く
に
、

我
が
国
の
置
か
れ
た
厳
し
い
安
全
保
障
環

境
に
対
す
る
自
覚
が
希
薄
で
、
政
府
与
党

の
チ
ェ
ッ
ク
に
終
始
し
、
対
案
を
提
示
で

き
て
い
な
い
。
単
な
る
野
党
で
あ
る
こ
と

に
生
き
甲
斐
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
国
民

に
安
心
感
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

政
権
を
と
ら
な
い
野
党
は
ネ
ズ
ミ
を
捕

ら
な
い
猫
で
あ
る
。

衆
参
両
院
の
予
算
は
１
４
２
６
億
円
。

国
会
に
は
１
日
４
億
円
か
か
っ
て
い
る
。

モ
リ
カ
ケ
劇
場
化
し
た
現
状
は
血
税
の
浪

費
に
な
ら
な
い
か
。

モ
リ
カ
ケ
問
題
が
あ
り
、
安
倍
内
閣
の

支
持
率
は
下
が
っ
た
。
し
か
し
、
野
党
の

支
持
率
は
盛
り
上
が
ら
な
い
。

６
月
11
日
発
表
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調

査
で
は
、
内
閣
支
持
率
は
38
％
（
５
月

も
38
％
）、
不
支
持
率
は
44
％
（
５
月
も

44
％
）。
し
か
し
、
政
党
支
持
率
を
見
る

と
、
自
民
党
支
持
率
は
35
・
８
％
、
立
憲

民
主
党
は
８
・
９
％
、国
民
民
主
党
は
１
・

１
％
、
共
産
党
４
・
１
％
で
あ
る
。

そ
の
後
、
日
米
首
脳
会
談
、
カ
ナ
ダ
の

サ
ミ
ッ
ト
等
外
交
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、

６
月
18
日
の
共
同
通
信
の
世
論
調
査
で
は

内
閣
支
持
率
44
・
９
％
（
５
月
よ
り
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
増
）、
不
支
持
率
43
・
２
％

で
、
内
閣
支
持
率
が
不
支
持
率
を
上
回
っ

て
い
る
。
政
党
支
持
率
は
、
自
民
党
38
・

８
％
（
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
）、
立
憲
民
主

党
12
・
２
％
、
国
民
民
主
党
１
・
７
％
、

公
明
党
３
・
７
％
、
共
産
党
２
・
５
％
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
政
権
交
代
は
起
こ
ら
な
い
。

民
主
政
治
に
必
要
な
も
の
は

日
本
の
テ
レ
ビ
局
に
「
英
国
は
今
日
の

民
主
主
義
制
度
を
築
い
た
国
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
何
が
一

番
大
切
と
思
う
か
」
と
聞
か
れ
た
英
国
の

「
鉄
の
女
」
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
「
健
全

な
野
党
が
存
在
す
る
こ
と
だ
」
と
答
え
て

い
る
。

健
全
な
野
党
と
は
、
政
府
の
施
政
を
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
責
任
あ
る
対
案
を
提

示
し
、
有
権
者
に
次
の
国
政
選
挙
で
の
選

択
肢
を
示
す
存
在
で
あ
る
。
政
府
与
党

と
共
通
の
外
交
・
国
防
政
策
を
持
つ
、い

わ
ゆ
る
女
王
陛
下
の
反
対
党
で
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
政
府
与
党
に
大
き
な
失
政
が

あ
れ
ば
、
即
時
、
政
権
交
代
と
な
る
。

冷
戦
期
に
は
、
国
民
は
、
自
民
党
が
多

少
の
ス
キ
ャ
ダ
ル
を
起
こ
し
て
も
、
日
本

丸
を
任
せ
ら
れ
る
船
長
は
他
に
い
な
い
、

日
米
安
全
保
障
条
約
に
反
対
す
る
社
会

党
に
政
権
を
任
せ
た
ら
、
日
本
の
安
全
保

障
、
日
米
関
係
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
は
と
の
不
安
を
抱
い
て
、
自
民

党
に
消
極
的
支
持
を
与
え
て
き
た
。
政
府

与
党
と
共
通
の
外
交
・
国
防
政
策
を
持

つ
党
が
野
党
第
一
党
で
あ
っ
た
ら
政
権
交

代
は
も
っ
と
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

IV

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

元
杏
林
大
学
教
授

豊
島
典
雄

万
年
野
党
で
良
い
の
か
？
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時論公論
総
理
、
閣
僚
に
外
遊
の
時
間
を

ま
た
、
野
党
は
明
日
は
政
権
を
担
う
こ

と
を
前
提
に
国
会
に
臨
む
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
政
権
奪
取
の
気
が
な
い
の
か
、

国
会
に
総
理
や
閣
僚
を
拘
束
し
す
ぎ
る
。

こ
れ
で
は
、
政
権
の
座
に
着
い
た
時
に
困

る
だ
ろ
う
。

総
理
の
議
会
出
席
の
比
較
を
す
る
と
、

２
０
１
２
年
で
、
日
本
は
１
２
７
日
、
フ

ラ
ン
ス
12
日
、
英
国
36
日
、
ド
イ
ツ
11
日

（
日
本
ア
カ
メ
デ
イ
ア
調
べ
）。
２
０
１
５

年
〜
16
年
会
期
で
の
英
国
首
相
の
国
会

出
席
時
間
は
49
時
間
45
分
（
46
回
）、
平

成
28
年
の
日
本
の
総
理
の
国
会
出
席
時

間
は
３
６
９
時
間
32
分
（
１
１
２
回
）で

あ
る
。
総
理
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

時
代
な
の
に
、
総
理
を
縛
り
す
ぎ
る
。

外
相
も
同
じ
く
縛
ら
れ
て
い
る
。
河
野

太
郎
外
相
は
「
外
相
就
任
直
後
に
、
某
国

外
相
か
ら
、
電
話
で
外
交
が
で
き
る
と
思

う
な
、
と
言
わ
れ
た
」
と
言
う
。
電
話
で

は
な
く
、
直
接
、
会
う
こ
と
が
肝
要
だ
。

か
つ
て
世
界
一
だ
っ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
減
っ
て

い
る
の
で
「
日
本
は
金
を
使
わ
な
い
分
、

足
で
稼
ぐ
し
か
な
い
」。

し
か
し
、
平
日
は
国
会
に
縛
ら
れ
、
土

日
を
利
用
し
て
外
遊
し
て
い
る
。

集
中
審
議
で
７
時
間
座
っ
て
い
た
が
、
質

問
は
６
分
41
秒
だ
っ
た
時
も
あ
る
。閣
僚
席

で
目
を
瞑
る
こ
と
に
な
る
が
、「
腕
を
組
ん

で
目
を
瞑
る
暇
に
仕
事
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
の
が
、河
野
太
郎
外
相
の
思
い
だ
。

ま
た
、「
48
時
間
前
が
原
則
な
の
に
夜

中
に
質
問
通
告
が
く
る
こ
と
が
あ
る
」。

残
業
80
時
間
が
過
労
死
ラ
イ
ン
な
の
に
、

外
務
省
に
は
２
０
０
時
間
を
越
え
る
職

員
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
と
い
う
。

外
相
に
機
動
的
な
外
交
を
展
開
さ
せ
る

に
は
専
用
機
の
保
有
が
必
要
だ
。
も
う
一

つ
は
国
会
答
弁
で
の
副
大
臣
の
活
用
で
あ

る
。
河
野
外
相
と
中
国
の
外
務
大
臣
の
比

較
を
す
る
と
、
平
成
25
年
１
月
か
ら
の
５

年
間
で
、
河
野
氏
と
岸
田
文
雄
前
外
相
の

訪
問
国
数
が
97
カ
国
な
の
に
対
し
、
中
国

の
王
毅
外
相
は
延
べ
２
６
２
カ
国
に
及
ぶ
。

河
野
外
務
相
が
不
満
を
募
ら
せ
る
の

は
、
国
会
に
拘
束
さ
れ
る
時
間
が
長
け
れ

ば
、
中
国
外
交
に
遅
れ
を
取
り
か
ね
な
い

と
の
危
機
感
が
あ
る
か
ら
だ
。

働
き
方
改
革
は
国
会
か
ら

自
民
党
の
小
泉
進
次
郎
筆
頭
副
幹
事

長
は
、
６
月
17
日
の
講
演
で
、
日
本
の
首

相
や
閣
僚
の
国
会
へ
の
出
席
が
、
他
の
国

の
首
相
や
外
相
に
比
べ
て
極
端
に
多
く
、

外
交
へ
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

「
答
弁
し
て
い
る
の
は
安
倍
総
理
。
後

ろ
の
大
臣
た
ち
、
答
弁
機
会
が
な
い
ん
で

す
よ
。
な
い
け
ど
７
時
間
座
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
国
会
議
員
が
、
質
問
も

な
い
の
に
７
時
間
、部
屋
に
座
っ
て
い
る
こ

と
が
、
本
当
に
皆
さ
ん
は
国
会
議
員
に
求

め
て
い
る
働
き
方
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
、

日
本
で
一
番
、
働
き
方
改
革
が
必
要
な
の

は
国
会
だ
と
思
う
」。

筆
者
も
か
つ
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

「
わ
が
国
で
は
、国
会
開
会
中
の
大
臣
の

外
遊
は
閣
議
決
定
に
先
だ
っ
て
、
内
閣
が

衆
参
両
院
の
議
員
運
営
委
員
会
で
了
承

を
得
る
こ
と
が
、
半
ば
義
務
付
け
ら
れ
た

格
好
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
憲
法
66
条

で
『
内
閣
は
、
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
、

国
会
に
対
し
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
』
と

規
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
大
臣
の
予
算
委

員
会
総
括
質
疑
の
欠
席
な
ど
は
『
政
府
の

国
会
に
対
す
る
責
任
回
避
』（
社
会
党
）に

な
る
と
い
う
主
張
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

米
、
英
、
仏
な
ど
は
、
外
相
の
外
遊
に

議
会
に
よ
る
制
約
は
な
い
。
だ
か
ら
、
平

成
４
年
６
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
国

連
環
境
開
発
会
議
）
に
宮
沢
首
相
が
出

席
で
き
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
の
は
、と
て

も
諸
外
国
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
話
だ
ろ
う
」

（
日
本
の
政
治
は
ど
う
変
わ
る
）。
そ
れ

か
ら
24
年
、事
態
は
深
刻
化
す
る
一
方
だ
。

与
野
党
７
党
は
平
成
26
年
、
海
外
出

張
中
の
閣
僚
に
変
わ
り
、
副
大
臣
ら
に
よ

る
代
理
答
弁
を
認
め
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
た
が
、
形
骸
化
し
て
い
る
。

働
き
方
改
革
は
国
会
の
意
識
改
革
か

ら
で
あ
る
。
副
大
臣
の
答
弁
で
対
応
さ

せ
、
外
相
の
外
遊
に
配
慮
す
べ
き
だ
。

政
権
を
と
る
気
迫
が
あ
れ
ば
、
総
理
、

外
相
の
外
遊
に
配
慮
す
る
は
ず
だ
。
旧

民
進
党
の
前
身
の
民
主
党
は
、
有
権
者
の

期
待
を
受
け
て
政
権
に
つ
い
た
が
、
政
権

担
当
能
力
が
乏
し
く
３
年
余
り
で
下
野

し
た
。「
う
っ
か
り
一
票
、
が
っ
か
り
４
年
」

と
な
り
、
民
主
党
は
国
民
の
信
頼
を
失
っ

た
。
旧
民
進
党
系
の
諸
政
党
も
、
政
府
与

党
に
安
全
保
障
経
済
政
策
等
で
責
任
あ

る
対
案
を
示
さ
な
い
と
、
国
民
は
安
心
し

て
政
権
を
委
ね
ら
れ
な
い
。

今
の
よ
う
に
、
批
判
政
党
に
甘
ん
じ
て

い
て
は
、
仮
に
幸
運
に
恵
ま
れ
て
政
権
を

と
っ
て
も
、
実
力
と
準
備
不
足
で
、
終
戦

直
後
に
、
社
会
党
が
第
一
党
に
な
っ
た
時

に
、
書
記
長
の
西
尾
末
広
が「
本
当
か
い
、

そ
い
つ
あ
、
え
ら
い
こ
っ
ち
あ
」
と
叫
ん
だ

よ
う
な
事
態
に
な
ろ
う
。




